
東
京
都
の
区
の

存
す
る
地
域

町
田
市

横
浜

市

川
崎
市

豊
田
市

大
阪

市

さ
い
た
ま
市

千
葉
市

国
立

市

八
王
子
市

名
古
屋
市

神
戸
市

小
田
原
市

大

津
市

京
都
市

堺
市

奈
良

市

広
島
市

福
岡
市

仙
台
市

ひ
た

ち
な
か
市

宇

都
宮
市

甲
府

市

静
岡
市

岐
阜
市

岡
崎

市

津
市

泉

佐
野
市

和
歌

山
市

東
京
都
の
区
の

存
す
る
地
域

町
田
市

横
浜

市

川
崎
市

豊
田
市

大
阪

市

さ
い
た
ま
市

千
葉
市

国
立

市

八
王
子
市

名
古
屋
市

神
戸
市

小
田
原
市

大

津
市

京
都
市

堺
市

奈
良

市

広
島
市

福
岡
市

仙
台
市

ひ
た

ち
な
か
市

宇

都
宮
市

甲
府

市

静
岡
市

岐
阜
市

岡
崎

市

津
市

泉

佐
野
市

和
歌

山
市

五
、
一
七
九
円

五
、
〇
五
一
円

五
、
〇
二
〇
円

四
、
九
二
四
円

四
、
八
六
〇
円

四
、
七
三
三
円

五
、
〇
五
五
円

四
、
九
二
七
円

四
、
八
九
六
円

四
、
八
〇
〇
円

四
、
七
三
六
円

四
、
六
〇
九
円

札
幌
市

栃
木

市

前
橋
市

新
潟
市

富
山

市

金
沢
市

福
井
市

長
野

市

松
本
市

豊
橋
市

姫
路

市

岡
山
市

徳
島
市

北
九

州
市

長
崎
市

上
記
以
外
の
市

町
村

札
幌
市

栃
木

市

前
橋
市

新
潟
市

富
山

市

金
沢
市

福
井
市

長
野

市

松
本
市

豊
橋
市

姫
路

市

岡
山
市

徳
島
市

北
九

州
市

長
崎
市

上
記
以
外
の
市

町
村

四
、
六
三
七
円

四
、
五
四
二
円

四
、
五
一
三
円

四
、
四
一
八
円

２

﹇
略
﹈

２

﹇
同
上
﹈

第
六
条
の
三

﹇
略
﹈

第
六
条
の
三

﹇
同
上
﹈

第
六
条
の
四

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（
病
原
体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス（
令

和
二
年
一
月
に
、
中
華
人
民
共
和
国
か
ら
世
界
保
健
機
関
に
対
し
て
、
人
に
伝
染
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
が

新
た
に
報
告
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。）で
あ
る
も
の
に
限
る
。）又
は
そ
の
ま
ん
延
防
止
の
た
め
の
措
置
の
影
響
下

に
お
い
て
、
就
業
又
は
就
業
先
に
勤
務
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
被
保
護
者
に
係
る
宿
泊
供
与

又
は
食
事
付
宿
泊
供
与
を
委
託
し
た
と
き
は
、
被
保
護
者
一
人
一
日
に
つ
き
四
九
円
を
加
算
す
る
。

﹇
条
を
加
え
る
。﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
及
び
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍
線
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
更
生
保
護
委
託
費
支
弁
基
準
の
規
定
は
、
令
和
二
年
六
月
十
二
日
か
ら
適
用
す
る
。

令和年月日 月曜日 (号外第号)官 報 
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